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《単元名》

第６学年「３ 植物のからだのはたらき」
東京書籍「新しい理科６」P44～55 ６月中旬～６月下旬 ８時間扱い

《単元の系統図》 本単元との直接的なつながり 間接的なつながり

植物に日光を当てると
よく育ち，肥料を与える
とよく育つ。

動物は呼吸によって，空気
中の酸素の一部を取り入れ，
二酸化炭素をはき出している。
はき出した空気には水(水蒸
気)が多く含まれている。

種子が発芽するとき，
種子の中のでんぷんが養
分として使われる。

動物が食べた物(でんぷん
など)は，消化管を通る間に
消化され，吸収される。吸
収されなかったものは体外
に出される。

血液は，心臓から送り出
され，血管を通って全身に
運ばれており，酸素や二酸
化炭素，養分などを運ぶ働
きをしている。

「植物の葉に日光が当た
ると，でんぷんができ
るのだろうか」
植物の葉に日光が当た

るとでんぷんができる。

「根からとり入れられた水は，
植物のからだのどこを通って，
全体に運ばれるのだろうか」
植物の根，茎，葉には水の決

まった通り道がある。

「葉まで運ばれた水は，その
後どうなるのだろうか」
根から茎を通ってきた水は，

主に葉にある穴から水蒸気に
なって出ていく。(蒸散)

植物は日光に当たると，二酸化
炭素をとり入れて酸素を出し，他
の生き物と空気を通してかかわり
合って生きている。

すべての生き物は，
水をとり入れないと，
生きていくことがで
きない。

植物は，日光に当たるとでんぷんをつく
り，それを使って成長するが，動物は，自
分で養分をつくることができないので，他
の生き物を食べて，養分をとり入れる。

○ 花のつくりとはたらき
・ 花のつくりと働き

○ 葉・茎・根のつくりとはたらき
・ 葉，茎，根のつくりと働き

○ 植物の分類
・ 種子植物の仲間
・ 種子をつくらない植物の仲間

６学年「動物のからだのはたらき」

【３学年「植物を育てよう」】 【３学年「こん虫を育てよう」】【３学年「春のしぜんにとびだそう」】

【４学年「あたたかさと生き物」】 【４学年「動物のからだのつくりと運動」】

５学年「植物の発芽と成長」 ５学年「魚のたんじょう」

５学年「人のたんじょう」

５学年「花から実へ」

６学年「生き物のくらしと環境」

【中１学年「植物の世界】

【中２学年「動物の生活と生物の変遷】

【中３学年「生命の連続性」】 【中３学年「科学技術と人間」】

６学年「植物のからだのはたらき」（本単元）

【中３学年「自然と人間」】

「３ 植物のからだのはたらき」

【単元の系統図】
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《単元の目標》

植物にとって日光はどんな働きをしているか，植物体内での水の行方はどのようになっているかに興味
をもち，調べることで，葉に日光が当たるとでんぷんができることや，根から吸い上げた水は決まった場
所を通って全身に運ばれ，水蒸気として排出されることをとらえることができるようにする。

《単元の流れ》 ８時間扱い

ね ら い 時 段階 学習活動 工夫点

１ 植物は日光とどのようにかかわっているか ４時間

・ 植物にとって １ 問題を見いだす ・ 日光に当てた植物と当てない植物を 複数事象の提示
日光はどんな働 比較する。 工夫点１
きをしているか 予想や仮説をもつ ・ 植物の葉に日光が当たると，でんぷ
を考え，調べる んができるかどうかを考える。
方法を考える。 観察，実験の方法を考える ・ 日光に当てた葉と当てない葉を比較 ポイントを明確

する実験を考える。 にして話し合う
観察，実験を行う ・ 葉にアルミホイルで覆いをする。 工夫点２

・ 葉に日光が当 １ 観察，実験の方法を考える ・ 葉を脱色する必要に気付く。 実験方法の演示
たるとでんぷん 観察，実験を行う ・ 実験を行う。 工夫点３
ができるかどう 結果を整理する ・ ノートにまとめグループで確認する。
かを調べ，結果 考察し，結論を得る ・ 自分の考えをノートにまとめる。
を記録し，考察
する。

・ 葉に日光が当 １ 考察し，結論を得る ・ グループで話し合い，発表する。
たるとでんぷん 振り返り，広げる ・ 葉に日光が当たるとでんぷんができ
ができることを ることが分かる身近な例を考える。
理解し，日常生 ・ 「ジャガイモ以外の植物もでんぷん 授業以外の観察
活との関連を考 ができるのか」という疑問をもつ。 工夫点４
える。

・ 他の植物の葉 １ 振り返り，広げる ・ 自分で選んだ植物の葉のでんぷんを
も日光が当たる 確認する実験を行い，植物全般で成り
とでんぷんがで 立つことを実感する。
きることを確か
め，理解を深め
る。

２ 水は植物のどこを通るのか ４時間

・ 植物が体内に １ 問題を見いだす ・ 水を与えずしおれた植物と，元気な 複数事象の提示
取り入れた水が 植物を比較する。 工夫点５
どこを通り，ど 予想や仮説をもつ ・ 水は，植物のからだのどこを通って
こを通って全体 全体に運ばれるのかについて考える。 ポイントを明確
に運ばれるのか 観察，実験の方法を考える ・ 色を付けた水を吸い上げさせる実験 にして話し合う
を考え，調べる を考える。 工夫点６
方法を考える。

・ 根や茎，葉に １ 観察，実験を行う ・ 実験を行う。(前日からやっておく)
は水の通る決ま 結果を整理する ・ ノートにまとめグループで確認する。
った通り道があ 考察し，結論を得る ・ 自分の考えをノートにまとめ，グル
ることを理解す ープで話し合い，発表する。
る。

・ 葉から水蒸気 １ 振り返り，広げる ・ 葉まで運ばれた水は，その後どうな
が出ているかど るかを考える。
うかを考え，調 ・ 葉がついた植物と，葉をとった植物
べる方法を考え に透明な袋をかぶせる実験を考える。
る。 ・ 実験の準備を行う。

・ 葉から水蒸気 １ 振り返り，広げる ・ 実験を行う。(前日からやっておく)
が出ていること ・ ノートにまとめ，全体で確認する。
(蒸散)を理解 ・ 蒸散についての説明を聞き，理解す
し，水の通り道 る。
についてまとめ ・ 気孔を顕微鏡で観察し，蒸散につい 授業以外の観察
て，理解を深め て理解を深める。 工夫点７
る。 ・ 単元の学習を振り返る。

６年「３ 植物のからだのはたらき」

【単元の目標と流れ】
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第６学年「３ 植物のからだのはたらき」
東京書籍「新しい理科６」P44～46 ６月中旬～６月下旬 本時１／８

《本時のねらい》

植物にとって日光はどんな働きをしているかを考え，調べる方法を考える。

《問題を見いだす段階の働き掛け》

工夫点１ 日光に当てて育てた植物と当てないで育てた植物の鉢植えを準備し，実物を見せて比
較させる。

〈事象Ａ〉 〈事象Ｂ〉 ・ 「新しい理科５」P25～26の
実験の写真やイラストを提示す
る。

・ ２つのことから，日光と成長，でんぷんと成長の関係に気付かせ，日光とでんぷんに関係が
あることを想起させる。

《予想や仮説をもつ段階の働き掛け》

・ これまでの学習経験や提示した複数事象などを根拠に考えさせ，植物の葉に日光が当たると，
葉にでんぷんができるのではないかと考えさせる。

《観察，実験の方法を考える段階の働き掛け》

工夫点２ 何を調べるかをしっかり理解させ，必要なことを１つずつ話し合いながら確認し，見
通しをもたせる。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題を見いだす
● １週間日光に
当てて育てた植
物と当てないで
育てた植物を比
較し，共通点と
差異点を見いだ
す。

○ 植物の成長には，日光や肥料が
必要だということを思い出させる。

□ ５年生の学習を確認し，「Ｂは
日光，肥料のどちらか(もしくは
両方)を与えなかったのではない
か」と考えさせる。

▼ Ｂは日光に当てなかったからあま ○ 植物の成長には日光が必要であ
り成長していないんだ。 ることを思い出させる。

● 植物の発芽に
は，でんぷんが
必要であること
を思い出す。

▼ 発芽前はでんぷんがあったが，発
芽後少なくなった。

■ 児童にもたせたい意識

▲ 発芽にでんぷんが使われる。
▲ ヨウ素液はでんぷんがあると，青
紫色に変化する。

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

▲ 日光や肥料があると植物はよく育
つ。

◎ 工夫点１(事象Ａ，Ｂを見せて)
同じ植物を１週間違う育て方を
したものです。ＡとＢを比べて，
何が同じで何が違いますか。気
付いたことをノートに書きまし
ょう。

具体的な体験 主体的な問題解決

Ａ Ｂ

同じ ・ 同じ種類の植物

ところ ・ 同じような鉢に植えてある

色 濃い緑色 黄緑色
違う 葉の数 ９枚(多い) ７枚(少ない)

ところ 大きさ 大きい 小さい
成長 よく育っている あまり育っていない

■ Ｂは日光に当てなかったか，肥料
を入れなかったかのどちらかだろう。 ◎ Ａは１週間日光に当てたもの，

Ｂは当てないで育てたものです。

◎ (「新しい理科５」P25～26の
実験の写真やイラストを見せて)
この実験から分かることは何で
すか。

具体的な体験 主体的な問題解決

「３ 植物のからだのはたらき」

【本時のねらいと学習過程１／８】
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▼ 発芽にでんぷんが使われるのであ
れば，成長にもでんぷんが使われる
のではないか。 ○ 植物の発芽にはでんぷんが使わ

▼ 日光が当たると成長することから れることを思い出させる。
日光とでんぷんに関係があるのでは ○ 発芽とでんぷん，日光と成長の
ないか。 関係を結び付けて考えさせる。

▼ 日光がよく当たるのは葉だ。 ○ 児童の考えを整理させる。
▼ 調べてみたい。

問題 植物の葉に日光が当たると，でんぷんができるのだろうか。

予想や仮説をもつ ◎ 発芽にでんぷんが必要で，成長に
● 仮説をノート は日光が必要だったので…
に記入する。

○ 根拠のある仮説を立てさせる。

観察，実験の
方法を考える
● 植物の葉に日
光が当たると，
葉にでんぷんが ○ 実験の方法を考えさせることで
できるかどうか 実験の必要感をもたせ，意欲的に
を調べる方法を 取り組ませる。
考える。

▼ 日光を当てないとでんぷんはなく
なるだろう。

▼ 日光を当てた方は青紫色になり，
当てない方は変色しないだろう。

○ 大切な点を押さえた話し合いに
なるよう，教師がポイントを把握
し，実験方法を考えさせる。

□ 同じ株の葉をアルミホイルで覆
うと条件が揃うことを助言する。

▼ 間違えないようにしよう。

観察，実験を行う
● 実験結果の予
想をノートに記
入する。 ○ 予想とその根拠を考えさせる。

● 実験に使うジ ▼ 実験に使う株を選び，箱などを使
ャガイモの株に って覆いをしておこう。
覆いをする。 ▼ 次の授業の朝に覆いをとり，半分

の葉にアルミニウム箔で覆いをしよ □ ジャガイモの株を２株選び，覆
う。 いをするよう指示する。

■ 発芽にでんぷんが使われたんだ。

■ 植物の葉に日光が当たると，でん
ぷんができるだろう。

■ 葉に日光が当たるとでんぷんが作
られると思うので，日光に当てた葉
をヨウ素液に浸すと青紫色に変色し，
当てない葉は変色しないだろう。

１ 葉に日光を当てるとでんぷんがで
きるかどうかを調べる。

◎ ２つのことから，日光が当た
ると植物がよく育つ理由を考え
ましょう。 主体的な問題解決

◎ 植物の葉に日光を当てると，
でんぷんができるかどうかの仮
説を立て，理由も考えてノート
に書きましょう。主体的な問題解決

◎ 今までの意見から，問題を整
理しましょう。

◎ 問題を調べる方法を，ポイン
トを確認しながら考えていきま
しょう。 主体的な問題解決

◎ 工夫点２（話合いのポイント）
① 何について調べますか。
② どのような方法で調べますか。
③ 問題について調べるためには，
何を見ればよいですか。

④ 調べる(変える)条件と，同じ
にする(変えない)条件は何です
か。

⑤ どのように記録しますか。
⑥ 注意点は何ですか。

主体的な問題解決

◎ 実験結果の予想をノートに記
入しましょう。 主体的な問題解決

◎ 次の時間に実験を行いましょ
う。

■ 植物に日光が当たると，でんぷん
ができるのではないか。

２ ジャガイモの株を準備し，実験の
前日から覆いをしておく。

２ 覆いをとって日光に当てる。半分
の葉にはアルミニウム箔で覆いをす
る。

２ しばらく日光に当てた後，葉をと
って，ヨウ素液に浸す。

３ ヨウ素液に葉を浸して，色が変化
するかどうかを見る。

４ 葉に日光を当てるか当てないか以
外の条件は同じにする。(株や葉の大
きさ，植えてある土の状態，前日か
ら覆いをすることなど)

６ 日光を当てる葉と当てない葉を区
別するために，切り込みを入れる。

５ 分かりやすく表にして記録する。

「３ 植物のからだのはたらき」

【本時のねらいと学習過程１／８】
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第６学年「３ 植物のからだのはたらき」
東京書籍「新しい理科６」P46～49 ６月中旬～６月下旬 本時２／８

《本時のねらい》

葉に日光が当たるとでんぷんができるかどうかを調べ，結果を記録し，考察する。

《観察，実験の方法を考える段階の働き掛け》

工夫点３ 脱色していない葉をヨウ素液に浸して，色の変化が分かりにくいことを演示した後，
脱色した葉を準備し，葉を脱色する必要があることに気付かせる。

→ポイント集2011 P131～133

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題 ジャガイモの葉に日光が当たると，でんぷんができるのだろうか。

観察，実験の
方法を考える
● 実験方法を確
認する。 ▼ 緑色だと分かりにくいんだ。

▼ 葉を脱色するには，あたためたア
ルコールが必要なんだ。

▼ 自分のグループの実験でも，この ○ 葉を脱色する必要性を認識させ
方法でやろう。 意欲的に取り組ませる。

観察，実験を行う ▼ エタノールは熱くなっているの
● 葉にでんぷん で，体に付けたりしないように気を
があるかどうか 付けよう。
を調べる実験を
行う。

○ 実験の視点を明確にさせる。
□ 実験の手順を演示し，エタノー
ルの扱い方に注意するよう指示す
る。→ポイント集2011 P131～133

結果を整理する ▼ 日光に当てた葉をヨウ素液に浸す
● 実験結果をノ と青紫色になり，当てない葉は黄色
ートにまとめ， いままだった。
グループで確認 ▼ やっぱり，日光に当てるとでんぷ
し合う。 んができるんだ。

○ 結果を分かりやすく明確にさせ
る。

□ 実験の結果を正確にノートに記
録し，グループ内で確認し合うよ
うに指示する。

考察し， ▼ 日光に当てたものにでんぷんがあ
結論を得る り，当てないものにはでんぷんがな
● 結果から分か かったので，日光を当てるとでんぷ
ったことを自分 んができる。
で考え，ノート
に記入する。 ○ 仮説と比較して考えさせ，結論

を導き出させる。

▲ 葉を直接ヨウ素液に浸せば，色の
変化が分かる。

■ 日光に当てた葉と当てない葉を間
違えないようにしよう。

■ ヨウ素液の色の変化に注目して，
確実にノートに記録しよう。

ヨウ素液 でんぷん

日光有 青紫色 あり

日光無 黄色(変化なし) なし

■ 分かりやすく表にしてまとめよう。

■ 葉を脱色した方が見やすいんだ。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ 工夫点３(演示して)葉を直接
ヨウ素液に浸しても反応はあま
りよく分かりません。アルコー
ルで色を抜くとヨウ素液の反応
が見やすくなります。

具体的な体験 主体的な問題解決

◎ 日光に当てた葉と当てていな
い葉を脱色し，両方をヨウ素液
に浸して変化をノートに記録し
ましょう。

具体的な体験 主体的な問題解決

◎ 実験結果を表にしてノートに
まとめ，グループで確認し合い
ましょう。 主体的な問題解決

◎ 結果からどんなことが言える
でしょう。自分で考えてノート
に記入しましょう。

主体的な問題解決

◎ 次の時間に各グループで話し
合い，発表してもらいます。

「３ 植物のからだのはたらき」

【本時のねらいと学習過程２／８】
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第６学年「３ 植物のからだのはたらき」
東京書籍「新しい理科６」P46～49 ６月中旬～６月下旬 本時３／８

《本時のねらい》

葉に日光が当たるとでんぷんができることを理解し，日常生活との関連を考える。

《振り返り，広げる段階の働き掛け》

・ 身近なところで葉に日光が当たるとでんぷんができることが分かる例を考えさせる。
・ 他の植物の葉でもでんぷんができることを確認する実験に進んで取り組ませるために，児童
から「ジャガイモ以外の植物はどうなのか」という疑問を出させる。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

考察し，
結論を得る
● 結果から分か
ったことをグル
ープで話し合
い，グループご ○ クラス全体で結論を共有させる
とに発表する。 ことで，自ら出した結論を確かな

ものにさせる。
□ 自分やグループの考えと比較し

▼ よく分かった。 て確認させるために，グループご
▼ 私たちと同じ考えだ。 とに発表するように指示する。

振り返り，広げる

● 葉に日光が当
たるとでんぷん
ができることを
実感できる例を
考える。

▼ 日なたと日陰では植物の育ち方が ○ 学習で得た結論が，実際の自然
違う。 の中でも成り立っていることに気

付かせる。

● 新たな疑問を ▼ 日光に当てると，なぜでんぷんが
もつ。 できるのだろう。

▼ でんぷんを作るのに，日光と葉以
外に必要なものはなんだろう。

▼ 葉でできたでんぷんは，その後ど ○ 他の植物でもでんぷんが作られ
うなるのだろう。 ていることを確かめる実験につな

げさせる。
□ 児童から「ジャガイモ以外の…」
という考えが出るように机間指導

▼ ○○で実験してみたい。 などで助言する。

○ 次時の学習を予告し，考えをも
たせる。

■ 日光に当てた葉だけにでんぷんが
あったので，ジャガイモの葉に日光
が当たるとでんぷんができると言え
る。

■ ジャガイモ以外の植物の葉にも，
でんぷんはできるのだろうか。

■ 自然の中でも日当たりの良いとこ
ろでは植物が大きく育っている。

■ ジャガイモのいもやインゲンマメ
の種子のでんぷんは，葉で作られた
ものではないか。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ 前の時間に考えた「分かった
こと」をグループで話し合い，
まとめ，発表しましょう。

主体的な問題解決

◎ 身近なところで葉に日光が当
たるとでんぷんができることが
分かる例を挙げてみましょう。

自然や生活との関係

◎ 今回の実験で感じたことや疑
問に思ったこと，調べてみたい
ことをノートにまとめましょう。

◎ 次の時間は，自分で選んだ植
物の葉で，でんぷんができてい
るかどうかを確かめる実験をし
ましょう。 自然や生活との関係

▲ 日光に当てたものにでんぷんがあ
り，当てないものにはでんぷんがな
かった。

「３ 植物のからだのはたらき」

【本時のねらいと学習過程３／８】
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第６学年「３ 植物のからだのはたらき」
東京書籍「新しい理科６」P46～49 ６月中旬～６月下旬 本時４／８

《本時のねらい》

他の植物の葉も日光が当たるとでんぷんができることを確かめ，理解を深める。

《振り返り，広げる段階の働き掛け》

・ 自分で選んだ植物の葉でもでんぷんができることを確認する実験を行わせ，植物全般で成り
立つこと実感させる。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

振り返り，広げる
● 前時の学習と
新たな疑問点を
確認する。

□ 事前に調べたい植物の葉をもっ
てくるよう指示しておく。

□ 他の植物でも，葉にでんぷんが
るかどうかを確認するだけでも良

▼ 自分が調べたい植物の葉を選び， いが，日陰にあったものや，光を
もってくる。 遮っておいたものと比較させると

▼ 日陰にあったものと比較してみよ より効果的な学習になる。
う。

▼ 前の日から箱をかぶせておいたも
のと比較してみよう。

● 自分が選んだ ▼ エタノールは熱くなっているの
葉にでんぷんが で，体に付けたりしないように気を
あるかどうかを 付けよう。
調べる実験を行
う。

□ 単子葉類は糖ができ，ヨウ素液
の反応が起こらない可能性がある。
他の植物を準備し，適宜与える。

→ポイント集2011 P131～133

● 実験結果をノ ▼ ヘチマやインゲンマメの葉もヨウ
ートにまとめ， 素液に浸すと青紫色になった。
グループで確認 ▼ 雑草でも青紫色になった。
し合う。 ▼ 色の変化があまりでないのは，日

光に当たっていなかったからだ。 □ グループ内で確認し合うように
▼ 箱をかぶせておいた方は，色の変 指示する。
化がなかった。

● 結果から分か
ったことをグル
ープごとに発表
する。

▼ 納得できた。 ○ 光合成についての理解を深めさ
せる。

■ 前回と同じ実験なので，手順を間
違えないようにしよう。

■ ヨウ素液の色の変化に注目して，
確実にノートに記録しよう。

■ やっぱりジャガイモ以外の植物も，
葉に日光が当たるとでんぷんができ
るんだ。

■ ４年生で育てたヘチマで調べてみ
よう。

■ ５年生で育てたインゲンマメで調
べてみよう。

■ 雑草で調べてみよう。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ 前回の時間に出た「ジャガイ
モ以外の植物の葉にも，でんぷ
んができるのだろうか」という
疑問を解決しましょう。

自然や生活との関係

◎ 葉を脱色し，ヨウ素液に浸し
て変化をノートに記録しましょ
う。
自然や生活との関係 具体的な体験

◎ 実験結果をノートにまとめ，
グループで確認し合いましょう。

自然や生活との関係

◎ 結果から分かったことをグル
ープごとに発表し，確認し合い
ましょう。 自然や生活との関係

▲ ジャガイモの以外の植物の葉には
日光に当たるとでんぷんができるの
だろうか。

「３ 植物のからだのはたらき」

【本時のねらいと学習過程４／８】
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ホウセンカを育てていない場合や育てていても数が不足する場合などは，白っぽい野菜などの

植物を使うと，着色した水の通り道がより見やすくなる。ここでは身近な「セロリ」を使った観

察法を紹介する。

(1) セロリに着色した水を吸わせる

① セロリはスーパーなどで比較的安価に手に入れる

ことができる。

②食紅または水性インクを水に溶かし，ろ紙でこして

から使う。

※ 食紅を用いるのが一般的だが，最近は市販の花を

染める薬が出回っていて，花びらの先端まで隅々ま

で色がいきわたって見やすい。絵の具を用いると，

吸い上げがうまくいかないことがあるので注意。

③ 切ったペットボトルを二つ合わせて，そこに差し

込むようにすると安定する。

(2) 「赤」と「青」の着色のそれぞれの長所

赤…葉の先まで色水が行き渡るのが分かりやすい。

青… 茎をうすく切ると，肉眼または虫めがねやルー

ペなどでもはっきり見やすい。

こんなやり方もありますよ！

みやぎ理科指導ポイント集２０１１では，６年「植物のからだのはたらき」

の単元で活用できる実験器具の例や，観察の例を紹介しています。

今回の授業案には載せていないものを紹介します。

ペットボトル

を切ったもの

セロリ

赤青

青赤

赤

青

茎をうすく輪切りにしたものは，

シリンダールーペで観察すると見

やすい。

セロリを使った水の通り道の観察方法
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第６学年「３ 植物のからだのはたらき」
東京書籍「新しい理科６」P50 ６月中旬～６月下旬 本時５／８

《本時のねらい》

植物が体内に取り入れた水は，どこを通って全体に運ばれるのかを考え，調べる方法を考える。

《問題を見いだす段階の働き掛け》

工夫点５ しばらく水を与えないでしおれた植物と，水を与えて元に戻った植物の鉢植えを準備
し，実物を見せて比較させる。

〈事象Ａ〉水を与えないでしおれた植物 〈事象Ｂ〉水を与えて元に戻った植物 ・ Ａ，Ｂを比較
した後，しおれ
ていたＢの土に
水を与えて(土
以外に水をかけ
ない)，徐々に
元に戻る映像や
写真を提示する
ことで，根から
水を吸収して全
身に運ばれたこ
とを想起させ
る。

土が乾い 土が湿っている
ている

《予想や仮説をもつ段階の働き掛け》

・ これまでの生活体験や提示した複数事象などを根拠に考えさせ，植物の茎や葉の中には，水
の通り道があるのではないかと考えさせる。

《観察，実験の方法を考える段階の働き掛け》

工夫点６ 何を調べるかをしっかり理解させ，必要なことを１つずつ話し合いながら確認し，見
通しをもたせる。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題を見いだす
● しばらく水を
与えないでしお
れた植物と，水
を与えて元に戻
った植物比較
し，共通点と差
異点を見いだ
す。 ○ しおれた植物と元に戻った植物

を比較させて，水を与えたことで
元に戻ったことを推論させる。

□ 鉢の土が，Ａは乾いており，Ｂ
は湿っていることに気付くように
提示する。

● しおれた植物 ▼ なぜ，Ａはしおれているのだろう。
に水を与えると ▼ 何をして，Ｂのように元に戻った
元に戻る理由を のだろう。
考える。

○ Ｂの土に水を与えたことを知ら
せる。

□ しおれた植物を２鉢用意し，片
▼ やっぱり水をかけたんだ。 方の鉢の根元だけに水を与えてい

る映像や写真を準備すると良い。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

▲ 植物の発芽には，水，空気，適当
な温度が必要である。

◎ 工夫点５(事象Ａ，Ｂを見せて)
Ａの植物に，あることをしたら
Ｂのようになりました。ＡとＢ
を比べて，何が同じで何が違い
ますか。気付いたことをノート
に書きましょう。

具体的な体験 主体的な問題解決

Ａ Ｂ

同じ ・ 同じ種類の植物
ところ ・ 同じような鉢に植えてある

鉢の土 かわいている しめっている

違う 葉 垂れ下がっている ぴんとはっている

ところ くき 曲がっている まっすぐになっている

色 つやがない つやがある

■ Ａの土は乾いていて，Ｂの土は湿
っているので，水をかけたのだろう。

◎ (水をかけたときの映像や写真
を見せて)Ｂの土には水を与えて
いました。

「３ 植物のからだのはたらき」

【本時のねらいと学習過程５／８】
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▼ なぜ，土に水を与えると，葉や茎
が元気になるのだろう。

▼ 葉や茎に水が運ばれたのだろう。
▼ 根から水を吸収しているだろう。
▼ 根から吸収した水は，茎の中を通
らなければ葉まではいかない。

▼ 葉の中を通らなければ，葉の先ま ○ 植物の根元に水を与えると，茎
ではいかない。 や葉の先の方まで水が行き届くこ

とに気付かせる。
□ 茎や葉の中を水が通ること想起
させるために，鉢の土だけに水を
与え，葉や茎にかけない。

▼ 調べてみたい。

問題 根からとり入れられた水は，植物のからだのどこを通って，全体に運ばれるのだろうか。

予想や仮説をもつ ▼ 葉の先まで水が行き渡ったから，
● 仮説をノート しおれた葉が元に戻ったのだとする
に記入する。 と…

○ 根拠のある仮説を立てさせる。
▼ 茎の中全体を通っているのではな □ 植物を観察した経験から考えた
いか。 ことを，根拠として挙げさせたい。

観察，実験の
方法を考える
● 水は，植物の
どこを通って全
体に運ばれてい ○ 実験の方法を考えさせることで
るかを調べる方 実験の必要感をもたせ，意欲的に
法を考える。 取り組ませる。

▼ どのようにして水に色をつけるか

▼ 葉や茎を切った断面の予想図を描
こう。 ○ 大切な点を押さえた話合いにな

るよう，教師がポイントを把握し，
実験方法を考えさせる。

□ 水に色を付ける場合，絵の具や
マジックインキは植物に害があ
り，吸い上げがうまくいかないこ

▼ 水を吸い上げるのに時間がかかる とがある。花を染める薬品が市販
ので，前の日から準備しておこう。 されているのでそれを使うと良

い。

観察，実験を行う ※ 児童の予想図の例
● 実験結果の予
想をノートに記
入する。

○ 予想とその根拠を考えさせる。

○ 次時の学習の予告をし，準備や
自分の考えをもつことの必要性を
意識させる。

□ 予想は，次時の実験が始まる前
▼ 茎を切ったときに，真ん中に穴が に行っても良い。
開いていたので… □ 次時の前日から染色液を吸わせ

ておく。

■ 植物の根や茎，葉の中には，水の
通り道があるだろう。

１ 水が，植物のからだのどこを通っ
ているのかを調べる。

◎ 水は，植物のからだのどこを
通って全体に運ばれるのかにつ
いて仮説を立て，理由も考えて
ノートに書きましょう。

主体的な問題解決

◎ 問題を調べる方法を，ポイン
トを確認しながら考えていきま
しょう。 主体的な問題解決

◎ 工夫点６(話合いのポイント)
① 何について調べますか。
② どのような方法で調べますか。
③ 問題について調べるためには，
何を見ればよいですか。

④ どのように記録しますか。
⑤ 注意点は何ですか。

主体的な問題解決

◎ 植物の茎の中は，どのように
染まるでしょうか。予想図をノ
ートに描きましょう。

主体的な問題解決

◎ 次の時間に実験を行いましょ
う。

２ 植物を根から掘り出して，色の付
いた水を根から吸わせる。

２ 根や茎，葉を切って，ルーペや顕
微鏡で観察する。

３ 根や茎，葉の中が，色の付いた水
で染まっているかどうかを見る。

４ 観察した根や茎，葉の断面のスケ
ッチをする。

５ 植物の根を傷つけないようにする。
５ カッターを使うので，指などを切
らないように注意する。

◎ 土に水を与えると植物が元に
戻るのはどうしてでしょうか。
自分の考えをノートに書きまし
ょう。 主体的な問題解決

■ 水は植物のからだのどこを通って
全体に運ばれるのだろうか。

「３ 植物のからだのはたらき」

【本時のねらいと学習過程５／８】



６年 ３ - 11 -

第６学年「３ 植物のからだのはたらき」

東京書籍「新しい理科６」P51～53 ６月中旬～６月下旬 本時６／８

《本時のねらい》

根や茎，葉には水の通る決まった通り道があることを理解する。

《本時の学習過程》

段階

▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点

実感を伴った理解を図る場面

問題 根からとり入れられた水は，植物のからだのどこを通って，全体に運ばれるのだろうか。

観察，実験を行う

● 水は，植物の

どこを通って全

体に運ばれてい

るかを調べる実 ○ 実験の視点を明確にさせる。

験を行う。 ▼ ルーペを使って詳しく観察しよう。 □ 根や茎はうすく輪切りにして，

下から光を当てて観察すると見や

すい。(解剖顕微鏡など)

結果を整理する

● 実験結果をノ

ートにまとめ，

グループで確認 ○ 結果を分かりやすく明確にさせ

し合う。 ▼ 根や茎の中に色の付いたところが る。

あって，点が散らばっているように □ 実験の結果をグループ内で確認

見える。 し合うように指示する。

▼ 葉の筋のところに色が付いてい

る。全部ではなく，筋の中半分ぐら

い。

考察し，

結論を得る

● 結果から分か

ったことをノー

トに記入し，ク ○ 仮説と比較して考えさせ，結論

ラス全体でまと を導き出させる。

める。 ▼ 動物の血管を同じように，管にな □ 児童の意見をまとめて板書し，

っているのではないか。 ノートに記入するよううながす。

■ カッターで手を切らないように気
を付けよう。

■ 根や茎や葉を切って，色が付いて
いるところを観察し，確実にノート
にスケッチしよう。

■ 根や茎の中は，全体ではなく一部
分だけが染まった。

■ 葉の筋の中は，半分ぐらいが染ま
った。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ 色の付いた水を吸わせた植物
の，根や茎，葉を切って観察し，
水の通り道をノートに記録しま
しょう。

具体的な体験 主体的な問題解決

◎ 実験結果をノートにまとめ，
グループで確認し合いましょう。

主体的な問題解決

◎ 結果からどんなことが言える
でしょう。自分で考えてノート
に記入し，発表し合いましょう。

主体的な問題解決■ 根や茎，葉の中には，水の通る決
まった通り道があり，その道を通っ
て全体に運ばれると言える。

▲ 色が付いたところが，根から取り
入れられた水が通ったところになる。

「３ 植物のからだのはたらき」

【本時のねらいと学習過程６／８】
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第６学年「３ 植物のからだのはたらき」
東京書籍「新しい理科６」P51～53 ６月中旬～６月下旬 本時７／８

《本時のねらい》

葉から水蒸気が出ているかどうかを考え，調べる方法を考える。

《振り返り，広げる段階の働き掛け》

・ 「根から吸収した水が葉まで運ばれた後，その水はどうなるでしょう。」と発問し，葉から
水蒸気になって出て行ったのではないかと考えさせる。

・ 葉から水蒸気が出ているかどうかを調べる実験方法を考えさせ。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

振り返り，広げる
(問題を見いだす)
(予想や仮説をもつ)
● 葉まで運ばれ ▼ 植物が成長するのに使われるので
た水が，その後 はないか。
どうなるかを考 ▼ 動物と同じように，外に出す仕組
える。 みがあるのではないか。 ○ 問題解決で得た結論や，これま

での学習経験から，水のゆくえを
推論させる。

□ 動物は，いらなくなったものを
▼ 根まで戻り，根から出しているの 尿にして外に出していたこと思い
ではないか。 出させるために，動物の学習を振

り返るよううながす。

(観察，実験の方法を考える) ▼ 葉から出てきている水蒸気が外に
● 葉から水蒸気 出て行かないようにすればよい。
が出ているかど
うかを確かめる
実験方法を考え
る。

○ 葉から水蒸気にして外に出して
▼ 袋の中に水がたまっていれば，植 いるかどうかを確かめる方法を考
物が水蒸気を出したと言える。 えさせる。

▼ 葉の付いている方にだけ水がたま □ 児童からは出にくいと思われる
っていれば，葉から水蒸気が出たと ので，ある程度意見を出させたら，
言える。 教科書P51の方法を教師が示して

もよい。

(観察，実験を行う) ▼ 同じぐらいの大きさの植物を選ん
● 葉から水蒸気 で袋をかぶせよう。
が出ているかど ▼ どちらにも根元に水をかけておこ
うかを確かめる う。
実験を行う。

○ 次時の学習の予告をし，準備や
自分の考えをもつことの必要性を
意識させる。

□ 次時までの間に，葉をとった植
物と葉の付いた植物を準備し，ポ
リエチレンの袋をかぶせさせる。

□ どちらの植物にも，根元の土に
水を与えておく。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

■ 植物に透明な袋をかぶせて，中に
水がたまるかどうか調べる。

■ 葉をとった植物と比べれば，葉か
ら水蒸気が出ているかどうかを確か
められる。

■ 葉まで運ばれた水は，葉から水蒸
気にして出しているのではないか。

◎ 根から吸収した水が葉まで運
ばれた後，その水はどうなるで
しょう。自分の考えをノートに
記入しましょう。

自然や生活との関係 主体的な問題解決

◎ 葉から水蒸気にして外に出し
ているとすると，それを確かめ
るにはどうしたらよいですか。
考えたことを発表し合いましょ
う。

自然や生活との関係 主体的な問題解決

◎ 葉をとった植物と，葉の付い
ている植物の両方にポリエチレ
ンの袋をかぶせて，次の時間に
確かめましょう。

自然や生活との関係 主体的な問題解決

▲ 動物は，いらなくなったものを尿
にして外に出している。

「３ 植物のからだのはたらき」

【本時のねらいと学習過程７／８】
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第６学年「３ 植物のからだのはたらき」

東京書籍「新しい理科６」P53～55 ６月中旬～６月下旬 本時８／８

《本時のねらい》

葉から水蒸気が出ていること(蒸散)を理解し，水の通り道についてまとめて，理解を深める。

《振り返り，広げる段階の働き掛け》

・ 葉から水蒸気が出ていることを確認させ，蒸散について説明する。

工夫点７ 葉の裏側の気孔を顕微鏡で観察させ，蒸散について理解を深めさせる。

《本時の学習過程》

段階

▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点

実感を伴った理解を図る場面

振り返り，広げる

(観察，実験を行う)

(結果を整理する)

● 葉から水蒸気 ▼ 茎からは水は出ないんだ。 ○ 結果を分かりやすく明確にまと

が出ているかど ▼ たくさん水が出るんだな。 めさせる。

うかを確かめる □ 気付いたことをノートに記録す

実験を行う。 るよう促す。

(考察し，結論を得る)

● 結果から分か

ったことをノー ▼ 葉のどこから水蒸気を出している

トに記入し，ク のだろう。 ○ 結果から言えることを考えさせ

ラス全体でまと 発表させる。

める。

▼ 蒸散は何のために行うのだろうか

○ 蒸散を説明し，理解させる。

● 葉のどこから ▼ 葉に穴が開いているのではない

水蒸気を出して か。

いるかについて ▼ 葉の表面全体から，水が蒸発して

考え，葉の表面 いるのではないか。

穴(気孔)を観察 ▼ 調べてみたい。

する。 ○ 葉の表面の穴(気孔)について説

■ 実験結果から，植物は葉から水蒸
気を出していると言える。

■ 葉の付いた植物にかぶせた袋の中
には水がたまっている。

■ 葉をとった植物にかぶせた袋の中
にはほとんど水がたまっていない。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ 前時に準備したポリエチレン
の袋をかぶせた植物を観察し，
結果をノートに記入しましょう。
自然や生活との関係 具体的な体験

◎ 結果から分かったことをグル
ープごとに発表し，確認し合い
ましょう。

自然や生活との関係 主体的な問題解決

◎ 蒸散では葉のどこから水蒸気
を出しているのでしょう。

・ 葉には気孔という穴がたくさ
ん開いていて，そこから水蒸気
を出しています。

自然や生活との関係

◎ 植物のからだの中の水が，葉
から水蒸気になって出て行くこ
とを「蒸散」といいます。

自然や生活との関係 主体的な問題解決

■ 植物のからだの中の水が，葉から
水蒸気になって出ていくことを「蒸
散」ということを理解できた。

「３ 植物のからだのはたらき」

【本時のねらいと学習過程８／８】
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明させ，理解させる。

○ 気孔を観察させ，蒸散について

の理解を深めさせる。

▼ 唇のようなものがたくさん見え

た。

▼ 他の植物にも穴はあるのだろうか。

▼ 他の植物も観察してみたい。

● 単元の学習を

振り返る。

○ 単元の学習を振り返らせる。

▼ いろいろな植物のからだの働きに

ついて，調べてみたい。

◎ 工夫点７ 気孔は顕微鏡で観
察できます。実際に見てみまし
ょう。
自然や生活との関係 具体的な体験

◎ この単元の学習を振り返り，
まとめましょう。

■ 植物の葉に日光を当てるとでんぷ
んができることや，水の通り道につ
いて理解できた。

■ 蒸散は，葉の表面にある穴(気孔)
から行われていることを理解できた。

トラデスカンチア
肉眼でも赤紫色の中に緑色の小さな

粒(気孔)が見える。 □ トラデスカンチアは，葉をそ
のままステージにのせて観察で
きるので扱いやすい。

→ポイント集2011 P135～136

「３ 植物のからだのはたらき」

【本時のねらいと学習過程８／８】
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